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県東部地域唯一のJリーグチームである「アスルクラロ沼津」に関して、ホームス
タジアムの要件が整わなければ現在のJ3リーグにも残れない、いわゆる「アスル
クラロ沼津 2023年問題」があります。その概要について ご紹介します。
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団体を設立して７年。これまで
関わって下さった全ての皆さま
のお力による受賞です。
大変ありがとうございました。
引き続きお付き合い下さい。
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2023年シーズンの開幕（2023年3月を予定）までに、愛鷹競技場の照明を、より明るく
（500ルクス→1,500ルクス）改修しなければ、Ｊリーグライセンスが発行されない。

チームや沼津市に改修の許可を出す仕組みはある。ただし、次のような
課題をクリアしてもらわなければ、ここから先の具体的な協議には進めない。
・愛鷹改修の技術的課題の検証（改修後の電気代・維持管理費予測ほか）
・愛鷹改修や新スタジアム建設における市の具体的行動が入ったロードマップ作成

基準をクリアしなければ、本市のみならず静岡県東部唯一のＪリーグチームがなくなってし
まうことを意味する。照明設備の改修に向け、引き続きアスルクラロ沼津とともに施設管理
者である県に相談を行っていく。（2020年3月2日、私への議会答弁より）

アスルクラロ沼津 2023年問題とは？

愛鷹競技場を所有する静岡県の考えは？

ホームタウンである沼津市の考えは？

チームと沼津市による主体的な行動を起こすのが第一。その後、改修主体や費用負
担者などが決まった後に、予算確保・設計・工事…と進みます。かなりの期間を要
するため、今年の夏頃までに方向性を示す必要があると考えています。更に、J2昇
格を目指すのであれば、照明改修＋αも必要です。引き続き、鋭意取り組みます。
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新型コロナウィルス感染症に関する、沼津市の総合相談窓口が開設されま
した。℡055-934-4803 ℡055-934-4758 です。ホームページをご覧にな

れる方は、沼津市役所のホームページ「新型コロナウィルス関連情報」も
ご覧ください。皆で力を合わせて、乗り越えましょう。

深田のぼるよりひとこと

古墳と道路の両立をどう図るのか、全国的にも注目されていた「都市計画道路 沼津
南一色線」の最優秀提案者が決定しました。古墳保存の観点、周辺地域の景観との
調和、利活用策などが評価されての決定となりました。
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情報機器の扱いに不慣れな方々にとって大変便
利で、約9,500台が利用されている防災ラジオ
は、電波法の改正に伴い、令和4年11月末を
もって防災情報の受信ができなくなります。
様々な状況にある方々が漏れなく情報を入手で
きる環境が必要です。災害時の情報伝達手段の
一つとして、本システムに期待しています。

R4.11末で受信×に R2年度より運用開始

防災ラジオ 固定電話 携帯電話

令和２年度～ 道路測量設計
令和４年度～ 道路工事

古墳の国史跡指定
令和１０年頃 道路工事完了・供用
令和１０年代早期 古墳整備完了

スケジュール（案）


